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   This paper deals with a statistical observations of a total of 606 male patients who 
were examined and treated because of their complaints "childless" at the Department 
of Urology, Kyoto University Hospital, during the period of six years, 1958 to 1963. In 
addition, a follow-up study as to conception was completely performed in the selected 197 
patients and it was revealed that there was statistically no singnificant difference between the 
conception rate of the treated patientets and that of the untreated patients, although the groups 












ケー ト方式を主 とした予後調査を実 施 した の
で,それ らの結果を併せて報告する.
臨 床 統 計
1年 度別来院数(表1)
表 ユ.不 妊主訴患者年度別来院数
1不 妊主 訴患 者 男子患i
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症,精 子を殆んど認めないものを無精子症と称してお の他不詳が12,4%となつている.
り,この基準によつて分類すると正常精子数を示す も5精 子数 と治療・未治療と妊娠との関係(表5,6)
のが21.5%,乏精子症が33.5%,無精子症が32.6%,そ われわれは以上の不妊主訴新患総数606名のうち,
表5.精 子数と治療 ・未治療 と妊娠との関係
＼
＼ ＼




























































治 療 した か 未 治
















































表6.精 子数と治療 ・未治療と妊娠との関係 (資料の完備 したもの)
分 類
正 常
乏 精 子 症
及 び
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図1.不 妊外来調査用紙
(お願い=該当個所に○又は×印を付し,空白部を適宜お うずめ下さい,)
外 来 番 号
Lそ の後妊娠があつた.
(D出産した
年 月 日 男児 女児


































































年 月 男児 女児





回数 最終 年 月
2)非 配偶者間人工受精(AID)
回数 最終 年 月













との関係を示す と表5の 通 りである.こ の総数488名
のうち()内 に示したもの計39名は,輸精路の閉塞































表7,精 子数 と治療内容と妊娠 との関係
＼ 、 治 療 内 容































































































































の臨床統計,病 因,診 断,治 療等に関した研究
報告が相次いでなされる様になつて来た.我 々
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